
路 上 生 活 か ら見 え る こ と 一 ノ ラ の 活 動 と246キ ッ チ ン

いちむ ら み さご

私 は今 、東京 の公 園の な か にあ るテ ン

ト村 に住 ん でい ます。 この よ うな暮 ら し

を始 めて 、6回 目の 冬 をむ か えてい ます 。

現在 このテ ン ト村 に は約40軒 の テ ン トが

あ り、 そ の 中 で女 性 は、私 を含 めて4人 。

3人 は それ ぞれ の テ ン トに住 み 、 ひ と り

はパ ー トナー と一緒 に暮 ら して いま す。

この村 で は、 大 きなお 金 に関 わ らず に、

街 で 不要 にな った物 を集 め 、それ を分 け

合 い 、有効利 用 しなが ら暮 らして い ます 。

この資本 主義 社会 の ど真 ん 中で 、 この よ

うな暮 ら しが独 自に生 まれ 、築 き上 げ ら

れ てい る とい うこ とに 、私 は とて も可能

性 を感 じて住 み 始 めま した。 さらに、外

国人 も、障 がい を持 っ てい る人 も、 字 が

読 めな い人 も、 計算 が で きない 人 も、物

を広 げ る人 も、 それ は それ ぞれ の個 性 と

して、 そ のまま の形 で 自分 を発揮 し、補

い あい なが ら暮 らせ る知 恵 が この村 には

潜在 してい ます。 も ちろん 、い ろ ん な人

た ちが住 ん でい るので 、ケ ンカ はた えま

せ ん。 それ もあ る程度 は問題 ない と思 え

る継 続 的 な 関 係 が こ こ に あ りま す 。

私 が 住 み 始 めた 頃 は 、300人 ほ どの住

人 中、女 の人 が30人 ほ どい ま した。 そ し

て 、私 は女性 の た めのテ ィーパ ーテ ィを

月 に1回 開 き、女 同士 でテ ン ト村 の こ と

を話 し合 い 、それ は安 心 して暮 ら して い

くため の重要 な集 ま りにな りま した 。

や が て、行 政 が このテ ン ト村 を な くす

た め、各 地 に ある民 間 アパ ー トへ 生 活 を

移 行 させ る事 業 を は じめま した。 ア そ う

して 、約90パ ー セ ン トの住人 はテ ン ト村

を去 って い き先 ほ ども 申 し上 げた よ うに、

現 在40軒 のテ ン トが残 ってい ます 。

3年 前 にテ ン トを出 てア パー トに暮 ら

し始 めた が、今 で も時 々 テ ン ト村 にや っ

て きて、 近所 に友 達 がい な く、毎 日退 屈

で、お 金 の こ とが 心配 で 、一 人 でい るこ

との不 安 を話す 人 は少 な くあ りませ ん。

残 った テ ン トの住人 に対 して 、行政 は

追い 出 しの圧 力 が強 め て きま した。 そ の

時私 は、 このテ ン ト村 の生活 か ら路 上生

活 へ放 り出 され るか も しれ ない と思 い ま

した。 路 上生 活 は、寝 る場所 の確保 や 自

炊 、洗濯 が難 しくな り、物 も保 管 で きず 、

テ ン ト暮 ら し と全 く異 なっ てい ます。

私 は 路 上 生 活 者 が 利 用 を して い る炊

き 出 しや 配給 へ行 っ てみ ま した。近 くで

行 われ て い るパ ンの配 給 は参加 者300人

以上 の うち 、女 の 人 は7、8人 程 度 で す。

私 は彼 女 た ちに、 「私 のテ ン トの前 で

一緒 にパ ンを食 べ ま し ょ う
。 お茶 を入 れ

ます よ」 と誘 い ま した。 テ ィーパ ー テ ィ

は 、パ ンテ ィーパ ー テ ィ とい う名 前 に変

更 しま した。 そ して 、 「パ ンテ ィー パ ー

テ ィ」 は、女 だ けで な く、 トランス の人

も、女 装 をす る人 も一 緒 に、 個性 豊 か な

人た ちが集 ま りま した。 パー テ ィ には と

き どき、 み んな に相談 を しにや って くる

人 が訪 れ ます。 保護 施 設 に住 み なが らア

パ ー ト暮 ら しを 目指 していた 人 が、施 設

内で い じめ があ り、施 設 を とび 出 して き

た とい う人 もい ます。 さらに、 アパ ー ト

暮 らしを始 めたが 、働 い て も働 いて も孤
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独 で 「耐 え られ ない 」 と、 この ホー ム レ

ス の繋 が りの 中へ帰 っ て来 た人 もい ます 。

いちむ らみ さこ作(2007年2月)

路 上 生活者 は、各 地 で開 かれ る教 会や

支援 団 体 の炊 き出 しや配 給 をまわ っ て暮

らして い る人 が 多 いです が 、体調 を崩 し

た り、気候 が悪 い と、移動 で き な くな り、

そ こに と どま って い る こ ともあ ります。

そ うす る と屋 根 の あ る とこ ろに避 難 す る

た めや食 べ物 を購入 す るた めに、 お金 が

必 要 にな って きます 。 しか し、路上 で出

回 っ てい る仕 事 は 、健康 な男 の人 が で き

る 日雇 い 労働 や 、 また 、 リス クの 高 い仕

事 ば か りです。

そ うして、私 は ノラ とい うホー ム レス

の女 の人 が作 って い る月経 用 の布 ナ プ キ

ンの ブ ラン ドを作 りま した。

布 ナ プ キ ンを製 作す る ことは、私 た ち

の存在 を さま ざま な女 の人 た ちへ伝 えた

い とい うこ とと、 ホー ム レス へ の偏 見、

つ ま り、不潔 とか 、 コ ミュニ ケー シ ョン

がで きな い とい うイ メー ジ を くっ が えそ

うと思 い ま した。 また 、 「家 を 出た」 と

い うこ とをポ ジテ ィブ に表 現 し、 それ ら

のイ メー ジ をブ ラ ン ドとして発 信 しよ う

と思い ま した。

私 は、パ ンテ ィーパ ーテ ィに来 てい る

人 をノ ラに誘 い始 め ま した。縫 い物 を し

ば らく してい ない 人 ばか りで した。 材 料

を渡 して 、一 週 間後作 った分 だ け、 買い

取 る とい う事 に しま した。 デ ザイ ンを指

定 して、初 めて作 っ て きて も らった物 は、

縫 い 目が ふ にゃふ に ゃ でガ タガ タ して い

ま した。 私 は、 これ は 、絶対 他 にな い商

品が 出来 る と、わ くわ く しま した。 また 、

布 ナ プ キ ンを超 えて 、人 形 をつ くって し

ま った人 もいま した。

私 は、 それ らの商 品 を売 り出 しま した。

貨幣経 済 のネ ッ トワー クは最 強 です。 す

ぐに、い ろい ろな人 と繋 が って い きま し

た。 時 々 ノラ宛 てで 、テ ン トに、糸 や洋

服 、食 べ 物 な どな ど、 い ろい ろな もの が

送 られ て きます。 現在 ノラは、制 作 部 、

販 売 部 、開発 部 の3本 柱 で運 営 して い ま

す。とい って も、ほぼ3人 か ら5人 で細 々

と、 ゆっ く り作 り、販 売 してい ます 。 一

ヶ月 に、30個 く らい作 っ てい ます。

ここで、 ノラの メ ンバ ー の生 活 をお話

したい と思 い ます 。

ノラの メ ンバ ー は、 テ ン トに住 んで い

る私 以外 、 路上 生活 を してい ます。 路 上

生活 の女 性 は ほん と うに大変 です。

例 えば、 路上 の寝 場所 が、何 人 か集 ま

って何年 もそ こに寝 て い るに もか か わ ら

ず 、座 って で しか寝 られず 、横 になれ な

い とい う人 が少 な くあ りませ ん。 それ は

チ カ ンな ど、性 的 な暴 力 を受 けて か らそ

うな った とい うこ とです 。

また 、24時 間営業 してい るマ ク ドナ ル

ドをお金 を払 って普 通 に利用 して い るに

もかか わ らず 、追い 出 され るこ とが あ り

ます 。 出入 り禁止 を宣 告 され 、ケー サ ツ

を呼 ばれ て 強 引に追 い 出 され ます。 路 上

生活 の女 の 人 に とって 、安全 管 理 され て

い た り、ま た 雨や 雪 を しの ぐた め、お 店
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に避 難 で き るこ とは 、とて も重 要 で した 。

しか し、大 きな荷物 を持 って い る とい う

こ とや 、お店 の雰 囲気 に合 わ ない 、 また

「ホー ム レスだ か ら」とい うことで、お金

を払 って も、追 い 出 され て しまい ます。

寒 い 冬、夜 をす ごせ る場所 がな かな か

あ りませ ん。 ビル の軒 下 さ えも、 ガー ド

マ ンが 追い 出す とこ ろが多 い です 。 ホー

ム レス の男 の人 た ちが集 まって寝 てい て

も、以前 、男 性 か らの暴 力 で怖 い思 い を

した こ との あ る人 は、普 段気 楽 に話 せ る

ホー ム レス の男 の人 た ちの 中で さえ、横

に なっ て眠 る こ とはで き ない女 の人 が い

ます 。

女 同士 で集 ま るこ とは、パ ンテ ィーパ

ーテ ィや ノラ以外
、 な かな か あ りませ ん。

同 じホー ム レス の男 の人 た ちが女 の人 を

優 先 して くれ る こ とが よ くあ ります。 も

ち ろん 、それ は助 か ります。 た だ、 そ の

よ うな 、女が 希少 な存 在 とな る と、 女 同

士 が 競争 に取 り込 まれ ます。 同 じ立場 の

女 同 士 が集 ま る と、希 少 で はで は な くな

るか 、 ライバ ル にな って しま うので 、 ほ

とん ど話 しませ ん。 しか しそ の一 方 で、

ホー ム レスの 女 同士 は、 実 は、お 互 い の

健康 や 安否 が とて も気 にな って、 こっそ

り見守 ってい ます。 そ れ は 自分 と同 じそ

の立場 が 、安全 で 楽 しめ る可能 性 で あ っ

て ほ しい か らです。

私 た ちは、 ノ ラの布 ナ プキ ン を大量 生

産 で きませ ん。 ノラは 、 コ タツに入 って

テ レビをみ な が ら作 業 を してい るので は

な く、 雨風や 、公 権 力 、市 民 の差別 にあ

お られ なが ら、 ひ とは りひ とは り縫 って

い ます。 ふ に ゃふ にゃ な縫 い 目はそ の た

めで 、 きれ い になん て縫 え るはず がな い

です。

次 に、路 上 での 出来事 につい てお 話 を

したい と思 い ます 。

ホー ム レスが集 まっ て寝 る こ とは安

全 を確 保 す るた め のひ とつ の手段 です。

しか し、 ノ ラの メ ンバー の 生活 の よ うに

女 の人 は、男 た ち のそ の コ ミュニテ ィに

入 る こ とも とて も難 しいです 。 です か ら、

女 もい られ る場や 文化 を、根 本 的 に作 り

変 えな けれ ばな らない と感 じます 。

あ る駅 の近 くに、 高速道 路 と線 路 と国

道 が 三段 に も立体 交差 す る場 所 が あ りま

す 。 この 高架 下 に、数 人 の ホー ム レス が

ダ ンボール で小屋 を作 り住 んで いま す。

2007年 の秋 、そ の街 に あ るアー トの 学校

と町 内会 が、 そ の高架 下 に壁 画 を製 作 し

ま した。そ して そ の壁 画 が 出来 上 が る と、

絵 が見 えない とい う理 由で ホー ム レス を

追 い 出そ うとしま した。 これ は 、ア ー ト

を使 って ホー ム レス を追 い 出す 公 共 事業

です。 パ ブ リックアー トが この よ うに使

われ る こ とが少 な くあ りませ ん。 私 は、

この高 架 下の壁 画 の前 で 「パ ブ リックア

ー トの意 味 を問 う」パ フォー マ ンス を行

い ま した。そ のパ フ ォー マ ンスの10日 後 、

12.月に入 った こ ろ、高架 下の近 くの地 下

道 で、少 しで も寒 くな い ところで仮 眠 を

とって い るホー ム レス をガー ドマ ン が追

い 出す 出来 事 があ りま した。 真 冬 の凍 り

つ くよ うな外 気 の 中で 眠 る こ とは死 活 問

題 です。 数 日後 、 これ につ い て支援 団体

が 中心 に なった 大 きな抗 議行 動 が こ の街

で行 われ ま した。

ところが この次 の 日、 とて も恐 ろ しい

こ とが起 こ りま した。 高 架 下 に住 む 人 の

ダ ンボール ハ ウスで原 因不 明の火 災 が起

こ り、全 焼 した のです 。 誰 もが放 火 だ と

考 えま した。 ここ に住 ん で いた人 は怪 我

はな か ったです が精神 的 に病 ん で しまい
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病院 に入 院 しま した。 ここの コ ミュニ テ

ィは次 々 と起 こ る排 除 と事件 に不安 が 高

ま って い き、そ うして人 間 不信 に な り、

お互 い そ っ けない態 度 に なっ てい きま し

た。

火 災跡 は、片付 け られ て 、何 もなか っ

た よ うに チ リひ とつ落 ちてい ませ んで し

た。 しか し、壁 と地面 には、 くっき りと

炎 の跡 が 黒 く刻 み 込 まれ てい ま した。 私

はそ の黒 い焼 け跡 が 、何 も光 らない絶 望

的 な闇の よ うに見 えま した。

や む にや まれず 、私 は そ の黒 い焼 け跡

が、彗 星 の尾 に見 え るよ うに上着 の背 中

に星 を縫 い付 けて、 そ こに野 宿 し始 め ま

した。 それ か ら私 の 路上 生活 は始 ま りま

した。

いちむ らみ さこ作(2008年4月28日)

しか し、12月 。 まず 、 これ で は、寒 く

て寝 られ た もの では あ りませ ん。 す ぐに、

駅 で寝 てい る人達 が い くつ かの ダ ンボー

ル を使 って寝 て い る こ とを学 び 、か な り

寒;さは しの げ る よ うに な りま した。 と こ

ろ が、 そ こで予想 以 上 に悩 ま され たの は、

襲 撃 で した。 年末 年 始 だか らか 、酔 っぱ

らって い る通行 人た ち が私 の入 っ てい る

ダ ンボ ール を蹴 っ てい った り、 叩 いて い

っ た り、 まっ た くひ どいです 。 毎 日ほ と

ん ど寝 られ ない。私 は近所 のダ ンボ ール

で寝 てい る人 た ちに相 談 す る と、 「ダ ン

ボール か ら顔 が少 しで も見 えた ほ うが い

い。 生身 の人 間 には ヤ ラな い よ」 とい い

ます。 しか し私 は、 女 の顔 を見せ る と、

さ らな る被 害 にあ うこ とが予 想 され ま し

た。 そ の頃 、私 が ダ ンボール に出入 りし

て い る と、 男 の通行 人 がや って きて 「ど

うして 体 を売 らな いの か」 とたず ね て き

た りしま した。

で は、 ど うや って、 安全 に寝 るか。

私 は、星 の イ メー ジ を発 展 させ 、銀 紙

で星 をた くさん作 り、 黒 く焼 け た壁や 床 、

そ して ダンボ ール に も貼 り付 け 、 キ ラキ

ラ させ る こ とで防衛 を試 み ま した。 この

空間 を変 え、 蹴 りた くな る衝 動 を煙 に巻

く作 戦 です 。

ダ ンボール の中、 眠 りに挑 み 、何 事 も

な く足音 が通 り過 ぎ るよ う、星 た ち に託

しま した。

しか し、星 は破 れ ま した。 夜 中ず っ と

掃 除 を して い る路上 生活 を してい る人 が

私 の星 を掃 い て しまっ た のです 。私 はダ

ンボール の 中で うと うと と寝 てい る と、

パ イ プ椅 子 が飛 ん で きま した。 慌 て て、

パ イ プ椅 子 とダ ンボー ル か ら飛 び 出 した

ら、男 は 自転 車 で過 ぎ去 ってい きま した。

私 はそれ に よって と うと う、 ク ジケそ

うに な りま した。 しか し、 あ るこ とを聞

いて勇 気 が もて ま した 。 この界隈 の 路上

生 活者 た ちが 、 ダ ンボール ハ ウス を 「ロ

ケ ッ ト」と呼び あ って い る とい うのです 。

ま さに ダ ンボール ロケ ッ トで眠 る こ とは、

ま るで宇 宙飛 行 です。 何 が襲 って く るか

わか りませ ん。 で も、そ う呼び合 うこ と

でお 互 いが繋 が り、それ は、助 け合 い と、

安 眠 に 、少 し近づ きます 。私 は 、路 上生

活 が生み 出 した この フ ァ ンタ ジー に救 わ
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れ 、そ して、私 の 星の イ メー ジ とも一 致

した ので 、銀 紙 の星 を倍 増 させ 、ひ るみ

ませ ん で した。

そ の よ うに ロケ ッ トに星 を貼 り付 けて、

毎 日寝 てい る と、女 の人 が 寝 てい る ほ ど

安全 なの か と思 われ た のか 、 隣にひ とつ

ダンボー ル ロケ ッ トがや って きて、 や が

て 、た くさんの ロケ ッ トが 並ぶ ダ ンボ ー

ル ロケ ッ ト街 にな って い きま した。 そ う

して住人 が増 える と、襲 撃 は ほ とん どな

くなっ てい きま した。

寝 るこ とがで き る よ うに な る と、 次 は

食 べ るこ とです。 私 は炊 き 出 しや 、 それ

ぞれ ホー ム レス 同士 で共 同食 事 を して い

るこ とを拡張 し、 この路 上 でホー ム レス

の人 も、 そ うで ない人 も一 緒 に共 同炊 事

と食事 をす る 「246キ ッチ ン」 とい う

プ ロジ ェ ク トを は じめ ま した。 ここで は 、

路 上生 活 して い る人 か ら地 続 き にい るそ

この通 行人 た ち も一緒 に ご飯 を食 べ る こ

とを 目指 して い ます。材 料 は、街 の お店

の破 棄 した食 材 を使 った り、知 人 か ら余

った食材 を集 め、 みん な で一緒 に調 理 し

て食 べ て ます。 食べ る こ とが生 きる た め

の行 為 な ら、一 緒 に食 べ る こ とはみ んな

と一 緒 に生 き る大イ ベ ン トにな ります。

襲撃 を しよ うとしてい る人 も、お い しい

ものが あ る と、 一緒 に食 べ るか も しれ ま

せ ん。 そ もそ も、お い しい食 事 とい うの

は 、何 を食べ るの か も大 事 です が、 ど う

や って誰 と食 べ るか も重 要 だ と思 い ます 。

男 の人 が参加 して こ こで、一 緒 に作 る こ

とで料 理 を覚 えてい くこ と もあ りま す。

また 、女 だか ら とい って料 理 す る必 要 は

あ りませ ん。 作 りた くなけれ ば作 らな く

て も食 べ られ ます。 捨 て られ そ うに な っ

た食 材 を使 ってい るわ けです か ら、食 べ

てい るだ けで も十分 役 に立 ってい ます 。
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もち ろん特 に役 に立 っ てい な くて もい い

の です が。

私 は 、 ノラや246キ ッチ ンで、 な る

べ く楽 しく、開 かれ た空 間 を作 りた い と

思 って います。

路 上 生 活 の女 の 人 や 性 的 マ イ ノ リテ

ィー の人 は 、広範 囲 の街 に点 在 し排 除 さ

れ 移動 して い るので 、 出会 うこ とが難 し

いです 。 そ して、 出会 って 同性 の人 が話

しか けた と して も、強 く警 戒 し、怒 る人

が多 いです 。 それ は 、彼 女た ち が安 心で

き る コ ミュニ テ ィに い ないの で 、常 に人

を警戒 してい るか らだ とい うこ とと、ま

た 、そ れ く らい異 常 で ない と、男 と同等

になれ な い とい うこ とで はな いで しょ う

か。

女性 が野 宿 をす る のは まだ まだ 、厳 し

い状 況 です 。 これ は、 ホー ム レス の 問題

で は な く、 公共 の場 で 弱者 が危 険 な 目に

あい、排 除 され る とい う、路 上 な どの公

共性 の あ りか たの 問題 だ と思 います 。

最 近 、 この路 上 で の公 共性 の変 化 に 、

ひ とつ うれ しい こ とが あ ります。 去 年 私

が 、路 上 で寝 てい た襲 撃 の多 い場所 では 、

今年 は襲 撃 がか な り減 りま した。それ は 、

年末年 始 の 日比谷 の 派遣 村 が多 くの メデ

ィアに取 り上 げ られ 、 それ に よって 市 民

の まな ざ しが大 き く変 わ ったか らだ と予

想 され ます。 これ は ほ ん と うに助 か っ た

と思 うの と同時 に、 ホー ム レス のイ メー

ジが メデ ィアに よっ て大 き く左 右 され る

こ とを痛感 しま した。

しか し、派遣 村 で は、女 の 人 が数 人 し

かい らっ しゃ らず 、 メデ ィア は ほ とん ど

取 り上 げ ませ んで した。 日ごろか ら、 メ

デ ィアが女 の人 た ち を紹介 しない の で、

女 た ちは そ こへ行 き に く くな って い ます。

私 自身 、今住 んで い るテ ン ト村 に初 めて



訪れた時、男ばか りの住人の村の中に女

の姿を探 し、 ここにい られ るか どうかの

懸念があった ことを覚 えています。

事実、家 を出て死の うとさまよった後、

親切 なホームレスに出会って助 かった と

い う女の人が少 なくあ りません。今 でも

家 を出て、 さまよってい る人はたくさん

いるはずです。 なのに、その人たちが見

えないのは、その女の人たちがた どり着

ける安全で安心できる場は、未だ見当た

らないか らだ と思います。去年 、9月 に

女性 と貧困ネ ッ トワークが立ち上が りま

した。そこでは様 々な立場の女たちが、

女の貧困の実体が見 えて くることを 目的

に集まって活動 しています。 ノラもその

活動 に参加 しています。

私は、ホーム レスの女の人を不幸の代

名詞 に したくあ りません。確 かに女の人

が、路上生活をす るには厳 しい社会 です。

で も、以前 いた家や家族は彼 女をもっ と

苦 しめたのかもしれ ません。

暴力や1生暴力を受けた り、非難 された

り、排除 された りするのは、貧困であっ

た り、路上生活や女のせいではないので

す から、楽 しむ ことを奪われた くない と、

強 く思います。

そ うして、まだまだ閉ざされた社会 に、

創造力を使 って隙間を作 り、そ こをぐわ

っ と開いていきたいです。
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